
甲虫 ニ ュ ー ス

前報で指摘 した
が, この種群に含
まれるものがそれ
以後四国および九
州の多重乳洞から新
たに4 種記i成され
たのをはじめ, 既
記載種も模式産地
の洞 以外からも
発見されている。
それらを示せば下
記のとお り であ
る。 なお, 種名の
前に* 印を付した
極は新翻iとして記
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ハネカ ク シ漫歩 (3)
洞窟のハネカクシ (、2 )

渡 辺 ・  明

l l 本の洞 から f ?し されす、_ ハ.;f ク ・ン につ い て

は, すでに本11志4 号 (1968,pp4~5) において概説
したが, その後今口までのあいだに, さらに新種を
含んだ数極のハネカクシ類が記載報告されているの
でここに紹介することとする。

1_1本の洞廠から採集されたハネカクシ類の中で, 同
1ai極としての形態的特徴をきわめてよく表わしている
のは, クラサワツヤムネハネカクシ種群であることは

* Q-( M. ) kaωasaωal S. UEN0 et Y. WATANABE
トサヤマツヤムネハネカクシ (高知Il l土佐部土佐山
村富滿洞 乳洞1。

* Q ( M ) higOmS S. UEN0 et Y. WATANABE
ヒゴツヤムネハネカクシ (能本.リ,l- 繪v城部御船町風
神洞空重乳洞, 同県球障郡五木村九.il i- 洞鍾乳洞 ) .

* Q. (M. ) i rtei S. UEN0 et Y. WATANABE
クマツヤムネハネカクシ (熊本 球 部球1準村高沢

洞 乳洞, 同県八
代部泉村欠一 山岳ノ
縦穴)。

Q. ( M ) cop;ta-
fetes S. U?NO et
Y . WATANABE
ラカンツヤムネハ
ネカクシ (高知県
高岡郡佐川町熊穴
鍾乳洞、)。

Q. (M ) trogto-
dytes S. UENo et
Y . WATANABE
カ ンナツヤムネハ

ネカクシ (1洋馬県
されたものであ 第1 図 洞窟から採集されたッヤムネハネカクシ類. 神流川流域橋ノ沢
る。 1.キウラツヤムネハネカクシ 2. リュウノイワヤッヤムネ 洞鍾乳洞、)。

*Qued ius ハネカクシ 3. カンナツヤムネハネカクシ
(Microsaurus) kiuchi i Y . WATANABE et Q. (M ) Cf. sl‘gal S. UEN0 et Y. WATANABE
M- YOSHIDA フジッヤムネハネカクシ(山梨県第 穴熔岩洞、)

リュウノツヤムネハネカクシ ( ll想島県阿南市lt1; ノ :f 上記のごとく新たに記載された4 種をあわせると
乳洞)。 洞窟から発見されたクラサワツヤムネハネカクシ類
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は9 極- を数え, 日本の洞窟から発見された好洞窟性
ハネカクシ類の大部分がこの種群によって占められ
ているo
次にこれらの種が採集された洞窟の位置をプロッ
トすれば第3 図の通りで, 関東地方, 四国, 九州の
3 つの地域よりそれぞれ3 極ずつが採集され, 日本
の南西部から比較的多くの種が発見されていること
になる。 しかし英日本の洞窟や, 多くの洞富が知ら
れ, rt おかつ比較的調査の行きとどいた秋吉地域か
らは, まだ採集例がなく今後の調査に関心が集まっ
ているo
この極群は体型および色彩がきわめて類似し, 各
種の識別はおもに雄交尾器によっていることは前報
で述べ, 東京および山梨の洞窟から発見された2 種
の離交尾器が他f重のそれとはかなり異なり , 雄交尾
器の形状からこれらを2 群に分けられることも指摘
しておいた。しかし, その後発見された種をも加えて
検討してみたところ, 雄交尾器側葉の形状から3 つ
のグループに分けられるようである(第2 図参照)。
すなわち, 九州南西部の鍾乳洞から発見されたクマ
ツヤムネハネカクシおよびヒコ'ツヤムネハネカクシ

3

第2 図 クラサワツヤムネハネカクシ種群の6 交尾
器 (成面)・
1. ヒゴツヤムネハネカクシ 2. カ ンナツヤ

ムネハネカク シ 3. クラサワツヤムネハネ
カクシ



の雄交尾器側葉は大半が癒合せず, 少なくとも全長
の'/2以上はたがいに独立し, それそ'れが分けられて
いるのに対し. 九州中部の拡山廃坑から発見された
キゥラッヤムネハネカクシ, 四国の 乳洞から発見
されたラカンツヤムネハネカクシ,  リュウノツヤム
ネハネカクシ,  トサヤマツヤムネハネカクシ, それ
に1洋馬県の 乳洞で発見されたカンナツヤムネハネ
カクシなど5 の雄交尾器側葉はほぼ完全に癒合し
末端のみがわずかに分離しているに過ぎ, ,: い。 また
東京の倉沢鋼l乳洞から発見されたクラサワツヤムネ
ハネカクシおよび山梨県西湖!i融高,穴t容岩洞から発見
されたフジッヤムネハネカクシでは, 融合した側葉
が末端近くで強く拡大し, 中葉より明らかに長く '
っている。 しかし, このようなグループ分けは調査
が不充分な現時点での結果であって, 今後の調査の
進1?是にともない, それぞれの中間的形状を?,する稱
の発見も 「,想される。

l_述のッヤムネハネカクシ類以外では, 昨年佐渡
金I l lの2 カ所の1発1究から 3 のハネカクシが発見さ
れた。その う ちの佐和田町にある廃坑からはLeSteυa
plagjata SHARp と Quedius(MicrosauruS) Si-
mulans SHARPが採集された。 前者は通常流れの
際の石や落葉下に生患している種iであるが, このよ
うな種が廃坑の中から採集されたことは水流との」
んらかの関連が推定される。 また後者も通常は祢ll'
した描葉や腐股物等の中から採集される地上性極で
あるので, 廃坑へのt ･入は坑内に営巣するコウモリ
の排泄物との関係が想像される。 また相川町にある
1;趨究から発見されたハネカクシは外部形態が Lob-
rathjum (Lolbrathium) yoshidai ADACHI にき
わめてよく似てぃる。 後者は神奈川県平塚で採集さ
れた個体に基づいて記載されたが, この個体は台風
要来時の洪水によって海岸に打上げられたものと思
われ, 通常は山地帶の落葉下に生息している。 相川
の廃坑から採集された伊1 体は平塚産の個体に比し体
がやや大型で, 生息環境の影響によるためか全体が
淡色を呈し, 雄交尾器にも若干の差異が認められる
ので, 新亜不?として Lobratlt ium (Lobrathium、1

.yoshidai sadoensis Y. WATANABE et BABAと命
名された。
以」 :のほかに, 外来性洞窟?重として PsePhidonus

testeυoides SHARP が 国の洞窟から発見されてい
る。 本極は従来日本だけから知られてし、た であっ

たが, 上野俊一博士を隊長とする日争'ﾜ  合同洞富調査
隊 (1966) によって, 患清北適および江原道の鋼l乳
洞から採集されたものである。 本?重も,  前述の L・
plagiata  と同様,  通常は水流の際に生息している
ので, 洞 内へのf l入は水流と関連したものと考え
られる。 このように, 従来l l 本だけから知られてい
たハネカクシが外国の洞麻の中から採集された例と
しては, 他に Phi1ontht‘s Parous SHARPがある。
この種はSHARPが l 9 に基づいてl874 年にHyo-
go を模式産地として記1成されたもので,  それ以後
A・ 口まで日本国内からの記録はなかった。 しかし近

年に'c り TOTTENHAM (1967) によって,  イギリス
およびオーストラリアが分布地として報一され, さ
らに MooRE (l968) はオーストラリアのViCtO「Ia
州のGuano Cave, New South Wales州のCarrai
Bat Cave および同州のChurch Cave の3 カ所の

洞 から, 幼虫とともに多数の成虫が採集されたこ
とを報告し'しいる, P. Parousはもちろん地上性の
で, 洞演に適応した形態的変異は認められず,

MooRE  も洞廠へのt ｷ入はコウモリの排泄物と関連
したものであろうと述べている。 まさか本種が目本
の土中から潜行してオーストラリアの洞富に行きつ
いたわけではないであろうが, たいへん愉快な記録
である。
以上のほか, 'It 者の手1'、には各地の洞窟から採集
された純然たる外来性洞窟極が数種集まっているが
それらについては今後の洞直調査によってもたらさ
れる資科の-著識を待った上で改めて紹介するつもり
である。
最後に洞窟から採集されたハネカクシ類に関する
研究の機会を与えられ, かつ多くの助言を員易つた上
野俊一 l'、lf 」: に心からお礼中し上げる。

(東京 flと大)

日本産 Pidoma 属の覚え書 ( 2 )
甲子111 の Pldoma 属

窪 木 幹 夫

飯1  E 西L表山塊以北の東., 1ヒ地方か ・  者の
知る限りでは, foiE重のPidontaが記録されているが
これは中部・ 関東地方に比べて明らかに少ない。そ
れは福島県南部及び新潟県中部の山塊を分布の北限
とする種があるためと思われる。 そこで今l''1 はこの
地域の中で最も東部に位置する甲子由?'の Pidoma
について調査を行い, 分布の北限の l とともに1968
年本地域産の標本に基づいて記載された Pido'''a
nagayamai HAYAsHI の確認を目的としたe

甲子山は那須山塊の北部の福島県西白河郡と南会
津郡の郡境にあり, この付近一帶は那須火山,l-に属
し, 安山岩から成っている。 山頂部は主に丈の低い
潤葉樹とクマザサに覆われ, コメツガのようなt l葉
樹林が発達し,  山麓一帶は丈の高いブナ,  ミズナ
ラ , タ'ケカンバに覆われている。
調査年月日 : 1973年7 月24 日~25 日・
調査コース : 剣柱(800m)二甲子温泉(900m) ? i表ヶ

(1100m);=甲子峠(1387m) b子山 (1549m);→
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坊主沼(1610m).
1. P testacea (MATSUSHITA) ニセフタオビノ
ミ ハ ナカ ミ キ リ 34 ô . 10 9 . ( l350~1600
m).

2 . P. obsct‘rior PIc シラネヒメハナカミキリ
27 ) 、 ・ 5 99.  (1300~1600m)

obscur ior は日光地方の個体をタイプとして記載
された原亜種と白山, 北アルプス, 苗場山付近に分
布する hakusana の二lfl種からなる。  両者の斑紋
は中間地点でほぼ速続的な変異が見られるが, 締密
な調査によれば峠を境として, 明らかな差のある場
合もある。 今回採集された標本は,  6 の翅 の会合

線にif1う斑紋が基部で平行,  もしくは広がっている
こと,  また9 のf「!化が11呼 しいことなどから本1111_稿iと
同定した。

3. P matst‘sh i tai OHBAYAsHI へ リ モ ン ヒ メ

ハナカミキリ 1 o , l 9 . (1350~1450m).
4. P gra11atrix (BATES) オオヒメハナカミキ
リ 18-o、, ,99 9 . (870~1400m).

5. P mact‘1i thorax PIc カクムネヒメ ハナカ

ミ キリ 6 0 3 , 3 9 9 . (l300~1500m)・
6. P. insutur ata PIc ヨコモ ンヒ メハナカ ミキ
リ 9 3 ;5 , 8 .  (1300~1600m).

7. P miulat (MATSUSHITA) ミワヒ メ ハナカ

ミ キリ 1 0 . (1500m).
本種は北海適を除く全地域に分布するが本州では
日本海側を中心に分布する。北関東 (未発表), 東

北地方 (十和田・ : f表山), 近設地方(氷ノ l」l ・ H水)
の個体と比較したが形態的 ff 差異はなかった。
またそのjli 直分布が比較的高かったことは興味深い。

8. P. oyamae (0YAMA) オヤマヒメ ハナカ ミ

キリ l2 ;6 、s , 6 9 9 . (1300~1600m).
9は体の下面が全体的に赤掲色で, 頭部, 胸部,

J、,開板が「n 褐色で, 上翅の二対の 白紋が11 状に結
合している ab. pseudoculata であった。

9. P debilis (KRAATz) チャイロヒメハナカミ
キリ 6 ,119 9 . (850~ l500m、・

上記のうち testacea, oOscan'or , mats s加'tai,
insuturata と oyamaeは日光・ 那須山塊を分布の
北限とする種と思われる。 しかしながら, ;車間 A1966
は十和田から matsushitai と insuturataの分布
を報告しているが, 'f-者は未確認である。 今回の主
要s調査目的の一つであったnaga:yamaiの分布は
確認されなかった。 本種は, 西日本に広く分布する
P yamato HAYAsHI et M lzuNo に近い極である
といわれるが (林,1968) , 今回の調査では, これら
と近縁の obscunor が採集された。

nagayamai の記 には, 「l:l子峠の北にある大白
森山の標本が主に使用されているので, この一帶の
調査をしなければならない。 なお採集された総個体
数は167 頭,  t:, は67%, 9 は33%であった。最大の
独占種は全体の26%を占めた testaceaであった。

(束京整11大)

0ハナムグリは兩を予知するか
昨年 ( l973 , 6 月1 日に石垣島川平で観察したイ
シガキハナムグリ Protaet ia ishigakia FAIRMAI-
RE の奇妙l l: 行動について記してみたい。

当日私が川平に着いたのは午前9 時半l三llであった
が, 朝のうちは日射しが強かった天気が, 次第に要
を増し, 10時 lには暗れたり雲つたりの天候になっ
ていた。 しかし, 気温は高く , 雲が切れると灼ける
よう fc太陽が容射なく照りつけていた。川平公国の
手前から左に入る適路は乾き切っていて, いろいろ
」:liltが飛び交ってはいるが, 甲虫は少なく, またイ
シガキハナムグリが蜂のように飛来するだけだった
右手にあるかなり広い伐採跡に入ってみたら, 細い
木 幹iこイシガキハナムグリが1 頭へばりついてい
る。注意してみると, 近くにある切株から生じた彦
生えの葉にも2 頭がへばりついている。 これは面白
いと, あたりの彦生えを理つてみると , 面白いよう
にイシガキハナムグリがへばりついている。 しかも
後から後から飛んで来てへばりっくらしく , 一順し
て先の彦生えの所にもどって来るとまたへばりつい
ている。 中には目の前に飛んで来てへばりっくもの
さえある。こうして, ここでかなりの数のイシガキ
ハナムグリを採集したが, そのうちに飽きて, その

行動の観察に切り換えた。 どこからともなく飛来す
るイシガキハナムグリは, 飛び廻つているうちに目
的の彦生えに近づき, 無雑作にその基にしがみつき
そのまま動か‘f: く ・ ってしまう。 しがみつく高さは
彦生えの高さによっても異るが, 大体において地上
50cm以上の場所に多く ,  地表近くには絶対に止ら
ない。 これは灼けた地表からの輕射熱を避けるため
に当然であろう。 ここに, 小一時間もいたであろう
か, この間に天ll実はすっかり怪しくなり , 一面雲が
拡がり, l l時、l' '̂ iから小雨が降りだした。仕方なく
公国前の茶店まで引返し, 雨の止むのを待つたが,
1 時頃まで雨が続いた。  1 時半頃雨の止むのを待っ
てまた伐採跡まで出向いてみたが, イシガキハナム
グリはまだそのまま数頭が雨にぬれた彦生えにへば
りっ いていた。

イシガキハナムグリのこの奇妙な行動は, 気温の
急激な下降は, 私が感じた限り全くなかったので,
気温の昇降のせいとは考えられない。 また, 日照が
かなり強かった時から既にへばりつきが始つていた
ので, 日照の有無とも関係があるとは考えられない
従って, 考えられるのは, 空中の湿度の高低だけで
ある。 イシガキハナムグリはなんらかの方法で空中
の湿度の急激な增加を感じ, 雨の近いのを予知して
彦生えに止りだしたのではなかろうか。
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ここで思い出すのは, 今・から約30年前, 1942年6
月, 山形県尾花沢市でのことである。 当時の陸軍尾
花沢演習場で教練中, 地面にはいつくばっていた私
の目の前に一Sj11のハナムグリ  Cetoma Pili fera
M oTscHuLsKYが飛来し, 地面に下降すると直ちに
落葉や枯草でやわらかい地中に港り込んでしまった
やはり午前中であったが, 天候は高量, りで, 違くに
島海山がよく見えた。 しかし, この日も天候は下り
坂で, 正午明から雨に」.:ってしまった。従って, こ
のハナムグリの行動も, 雨を予知した上でこれを選
けるための行動と考えるべきであろう。
以上2 件は, 日本の北と南で, 種類も異つてはい
るが, 共に昼間活動性のハナムグリ類に見られる行
動であるので, ハナムグリ類には雨を::i◆,知するなん
らかの機能があるものと思われる。 もち論, 他の甲
虫にも同じ様fl:機能があると思われるが, 似た例を
御存知の方はお知らせ願いたい。

(国立科学博物館, 黑沢良彦)
0越後の天牛覚え書 ( 1 )
従来, 佐渡島から知られている天牛は108 種であ
るが, 同島特産と思われるものは, 極としては全然
く, 僅かにカタキハナカミキリの1 型, f・ sade-

e'tsis MATSUSHITAおよびコプヤハズカミキリの
種, ssp. insular is HAYAsHl の2つが知られてい
るにすぎない。以下に記録するクビアカルリヒラタ
カミキ、) Phymatodes testaceus L. var. υariabi-
1is L. も新潟県の本土側では各地から知られている
が, 佐渡島からは初めて記録されるものである, 御
自身採集のM重な標本を 与された桑野博氏に謝意
を表する。

l 9 , 河原田・ 佐渡, 11. vi. l972.
(新ifi県新発田市, 小池 覧)

0越後の天牛覚え書 (2 )
新潟.リ◆国装試験場の桜jl:精氏に同定を求められた
若干の天牛の中に, 新潟県未記録の2 種を発見した
ので報告し, 備i忘としたい。標本は何れも氏の御好
意によって筆者が保管することとなったのであわせ
て同氏に識意を表する。

1. Otenecamptus cretaceus BATES オ オ シ1;'

カミ キリ

26 3, 糸fa川市平岩, 4. viii.1970.
2. J',ezohammus nubilt‘s MATSUSHITA I ゾナ
ガヒクニカミキリ
l 6 , 糸ffi川市平岩, 4. viii.1970-

両種とも旅館の灯火に飛来した由である。
(新潟県新発田市, 小池 :覧)

0大台ケ原山のゴミムシ
大杉谷, 大台ヶ原山 (奈良県~三重県) の歩行虫
に関しては, 石田裕氏が詳しく報告しておられる
(あきつ, 1958)。筆者は, 1973 年8 月に同地を訪
れ若干の::t ミムシを採集した。 それらの採集品の中
に前記の文献に記録されていないゴミ ムシを見い出
すことができたので, ここに報告する。

1. Tr jchotichnus leu'Isl SCHAUBERGER
-  5

オオクロツヤゴモクムシ

29 9 , 大台ヶ原, 山ノ家付近, 26. viii.1973・
なお本種は, 本州と九州の山地に産するが, 特に
珍しい種類でも1? く , 同地で採れても不思識でない

2. Bembidion sattatum (BATES)
ミヤマミズギワコ' ミムシ

19 , 大台ヶ原, Ill ノ家付近, 26. viii.1973.
末M-  f cがら御教示頂いた石田裕氏,  及び同定を御
願いした上野俊一t事一一上に深く感謝する。

(東京都港区, 森田誠司)
0イシガキネプトクヮガタの記録
イシガキネブト クワガタ Aegus  taoυicottis

ishigakie,tsis NoMuRA は最初,  石垣島より雌に
基づいて記載され, その後西表島からも多数採集さ
れているようである。 しかし, 今だに記録がなされ
ていないよう ,」: ので, 一応ここに記録をしておく。
また雄については図示されたことがないので写真を
そえておく。離は台湾のタイヮンネブトクワガタに
一見似るようである。

l ô, 59 9 , 西表島l '1浜, 10. viii.1973, 岡島
採集。

t

(東京農大, 岡島秀治)

0屋久島未記録のハネカクシ2 種
一昨年,  筆者等は屋久島のハネカクシ相を取り
組め, 91 種を報告したが (Y. WATANABE & Y・
SHIBATA, 農学集報, 17( 1 ) : 59~72) , その後平野
幸彦及び酒并香両氏から恵与されたハネカクシの中
に, 同島から未記録の2 種を見出したので報告して
おく , なお費重な標本を恵与された上記両氏に厚く
御礼申上げる。

1. ob rat11i g ( oOrat加'urn) se n' atum
(SHARP) 1 8, 安房, viii. 14. l968, 酒井
香採集, 分布 :日本 (本州, 屋久島), 台湾。

2. Tachi m‘s (Tachinus) diminutus SHARP



コク ロマルク ビハネカク シ 1 -) , 宮の浦,
vii i 23. 1969, 平野幸彦採集, 分布 : 日本
(本州, 屋久島)。

(東京都町田市, 柴田泰利)
0クロモンヒラナガゴミムシを洲崎で採集

1973年6 月l7~ l8 日に千葉県洲崎で, 筆者等はク
ロモンヒラナガコ' ミムシ aeMgom'a加sigm's BA-
TES を 7 頭採集したので報告するe

'n佐和義氏によれば, 本種は, 従来, 灯火採集,
洪水採集などにより採集されているとのこと。 今回
はすべて海岸付近のススキの葉上から採集された。
その他にキガシラアオアトキリゴミムシ, オオアオ
ホソコ'ミムシ,  トガリホソアトキリゴミムシ, 頭の
1121、く ないタテスジホソミズキ'ワアトキリゴミムシ?c
どが共に得られた。

.f: お, 下記の標本も所持しているので参考までに
挙げておく。

l頭, 静岡県伊豆石室◆奇, 24.v. 1964,  河合 'i!、
採集。

(検浜一市中区, 奥村 同, 河合 弘)
0 1士山周辺のジュンサイナガゴミムシの記録
原産地の北海道大沼で1 闍L録されないので,  依然
として正体がはっきりしないが, 一応ジュンサイナ
ガゴミムシ Pterosticus PacMnus BATESと同定さ
れているナガコ' ミムシは関東地方でもそう多いもの
ではない。 以下にr,i士山周辺で私が採集した2 例を
観告する。

19 , 2. ix.1970. 須山; 1 , 23.vii i972. 須山.
Ji-に奥村 尚採集。
なお, 同定には須賀邦耀氏にいろいろ御教示を仰
いだ。 ここに御礼申し上げる。

(横浜市中区, 奥村 尚)
0コガネムシ類数種の新産地
下記のコガネムシ類は九州では珍しいもので, 何
れも新産地であるので分布資料として報告する。

1. アオアシナガハナムグリ Gaon'm“s υi n'd i-
opacus LEWIS I t), 29.vii i971, f?本県八
代部国見岳, 字井章採集。

2. ムラサキオオハナムグリ Protaetia inspe-
,・ata LEWIS 1 3 , 26. vii i962, 熊本県八代部
泉村久連子, 荒牧英紀採集。

3. ツヤケシビロウドコガネ Ser ica planif ro;ts
NoMuRA16 , 10. iv.1971, 熊本県八代部泉村久
連子, 大塚勲・吉崎一章採集; 19 , 12. vii i970,
熊本県八代郡泉村久連子, 直海俊一郎採集。

4. ツヤズビロウト'コガネ Sen'ca mtidiceps
NOMURA

1 ;S, 28. vii i970, 熊本県八代部泉村久連子,
吉崎一章採集;  1 6, 29. vii i970, 熊本県八代部泉
村久連子, 吉崎一章採集。

5. コヒクニシマビロウ ドコガネ Gast rosen ca
bret,icorms LEWIS 1頭, 10. iv.1971, 熊本
県八代郡泉村久連子, 大塚勲・ 吉崎一章採集;
1 頭, l l. viii.1971, 熊本県八代部泉村岩宇土

山, 大塚勲採集;  1 頭, 28. vii i970, 熊本県八
代郡泉村久連子, 吉崎一章採集。
なお1971年4 月10日採集のものは全て民家の灯火
に飛来し死んでいたものである。
最後に標本の同定をお綰l  いした三宅義一氏,  採集
品の記録を報告することを許された荒牧英紀・ 吉崎
一章・ 直海俊一 ・ ' iりl一章の四氏に厚くお礼申しあ
げる。 (熊本市, 大塚 勲)
0オトシプミの越冬 2 題
オトシプミ類の生態については, ィ_,田, 河野らに
よる詳しい報 'l:があるがそれらの越冬の様子につい
ては, ほとんど知られてい」: い。 私は, 冬期採集の
際, 幸理にも, 次の2 種のオトシブミの越冬を観察
することができたので記録しておく。
ヒメクロオトシプミ Apoderus or:ythrogaste;'

VOLLENHOVEN
1 ' ,  l , 埼玉県所沢市, 10.111.1972.
9 : 雑木林中に般在するアカマツ幹部の (直径約

20cm) 地上約40cm の高さの東向きの樹度下のす
きまに入つてぃた。

: 前個体と同じくァカマツ樹度部にかくれてい
たが, この個体は度をはがすと同時にころげ落ちて
きた。 ただし, この時はがした度は, 材部に密v ・
ており, 樹度下では : く表面の較の間に入つてぃた
ものと思われる。 直径30cm程の幹の北西面,  地上
約 l mの高さであった。なお, 画個体共, 越冬場所
はか, i: り乾操しており, ヤニサシガメ , マツカレハ
幼虫なども同時に越冬していた。 趣冬中の個体は,
頭部と胸部の間で体をくの字型に曲げていたが, 温
かいところへ出すとすぐに動き出した。
ウスモ ンオ ト シ ブ ミ APoderus balteatus RoE-

LoFs  神・・ ｧ小倉山 ,22.  11 .1972
小倉山登山適 のェノ キの北西向きの根元の落葉
中から同行の岡島秀治氏が見つけたものである。 発
見直後は, 各脚共体にぴったり密着させ少しも動か
なかったが, 目向に出すと, すぐに動きだした。 こ
の個体も前のヒメクロオトシプミと同様, 頭と胸部
の間で体をく の字型に曲げていた。
お, 採集等の際大変御世語になった農大iヒ虫学

研究室の岡島秀治氏に厚く御礼申し上げる。
(111島囲.民虫館, 黒田敏明)

0日本新記録のシデムシ
アカモンオオモモプトシデムシ Diamesus cseu-

lans VIGoRsはインドからオーストラリアに至る熱
帶に広く分布する種類で, 台湾からも記録がある。
しかし, 日本領からは全く記録がなかったが, 昨
年( l973) 石垣島で秋山黄洋氏により下記の標本が採
集された。

1 9, 石垣島バンナ岳頂上, 22.v.1973, 秋山黄
洋採集。
パンナ岳頂上にあるテレビ中継所の水銀灯に飛来
したものである。
オオモモプトシデムシに似た体で翅軸にモンシデ
ムシ類に似た4 個の暗赤色紋がある。 体長は35mm
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内外, 長さの点ではクロシデムシよりも長い。
シデムシ科は一般に北、l'球の温;1iJから寒帶にかけ
て多くの種類があるが, .Z)iamesus属は例外で東許-
熱帶に広く分布し, 本sIl lの他に台湾特産のフタモン
オオモモプトシデムシ(別名ホシモモプトシデムシ)
D. bimaculatus PoRTEvIN があるだけである。
とあれ,  日本のファウナにこの様,、、大型極を加え
ることが出来たことを麼びたい。

(国立科学t't1物館, 黑沢良彦)
0室蘭市および近郊で採集されたハネカクシ類

(ハネカクシ分布資料 1 )
日本のハネカクシ相の解明のためには断JiL的で
はあっても分布資料の tが望まれる。 そこで華者
等は分布状態把握の一助として, 室蘭市内および周
辺地域から採集されたハネカクシ類の中から, 種名
の確定したものについて記録することにした。 なお
本報告にはヒゲブトハネカクシIIE科が含まれていな
いことをおことわりしておく。また採集地名の石,
香, 舟, 知, 測, 室はそれぞれ石川町, 香川町, 舟
見町, 知利別川, 測量山, 室蘭El・の略であり, 採集
者はすべて宮森健一である。 さらに北海適新記録種
には種名の前に *印を付した。

1. Modynus leucofasciatus LEWIS
シラオビシデムシモドキ

8 exs. 知. , v.12. l968.
2. *Siagom' g graci le FAUvEL

ホソヒラタハネカクシ
l ex. 香. , ix 29.1971.

3. *Derops 10ngicorn二s SHARP
12 exs. 測., vii i 8,ix 8, x 3. 1971 ;1 ex. 室.,
vii i. l 8. 1971.

4. *P roteinus cr ass icor ms SHARP
チビハパビロハネカクシ

2 exs. 舟., xi 3.1971.
5. *Megarthrus heteropus K.SAwADA

2 exs. 知., iv.13.1969.
6. B rath i m s ocu latus LEWIS

ヒ ョウタ ン・、ネカク シ

28 exs. 測., ix 8,x 3.1971; 4 exs. 室., viii
19・20. 1971.
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7. *Lestet'a plaglata SHARP
ネァカョツメハネカクシ

2 exs. 舟. ,
x 7.1971.

8. E1omum impressum (SHARP)
セミ ソ'キ ノカワハネ カク シ

1 ex. 知., v. 12.1968; 1 ex.  石., vii i. 13.
1969.

9. *Platystethus operosus SHARP
クロ ヒメ カワ ~、ハネカクシ

1 ex. '1]., vi 8. 1968 ; 2exs. 室., ix '6. 1971.
10. *0sor ius angustult‘s SHARP

フトッッハネカクシ
1 ex.  番., ix 29.1971.

11. Ox:yf)crus parous SHARP
オオズオオキバハネカクシ

3 exs. 測.,vii i7.1968.
12. Or por s m'ger SHARP

クロオオキバハネカクシ
3 exs.  石.,vi i i7.1968.

13.  Stem‘s (Ste mts) aliemts SHARP
ホソフタホシメタ' カハネカクシ

3 exs.  石., vi 7 ・25.1968, vii i3.1969;
20 exs. 測., viii 7.1971.

14.  Slenus (Stenus) tom‘iPes SHARP
フタホシメタ カハネカクシ

7 exs.  石., vi i i3.1969, vi l 31.1971.
15. *Stenus (Stenus) kobense CAMERON

8 exs.  石., vi 7,x 2.1968, vii i3.1969;
1 ex.  香., ix 23.1971.

16. *Stem‘s (Hypostenus) rufescensSHARP
ト ビイロメターカハネカクシ

1 ex.  室., vi i i. l9.1971.
l 7. Paederus fusciPes CuRTls

アオバアリガタハネカクシ
3 exs. 石., vii i3.1969, vi l 31.1971; 1 ex.
番., ix 23.1971.

18.  Pacderus para11elus WEISE
エソ' アリガタハネカク シ

l ex . ,f j., vi i i7.1968; 2 exs.  室. , vii i 7.
1971; l ex.  室., ix 6.1971.

19. *A stent‘s suf fusus SHARP
オオシリグロハネカクシ

2 exs. 室., ix 6. 1971.
20. *Stjh'coderus j apom'c s Y. SHIBATA

1 ex.  石. , x 4. 1971.
21. Stilicoderus signatus SHARP

オオクビポソハネカクシ
8 exs.  測., ix 8. l971; 4 exs. 室. ,viii.
19 ・ 20. 1971.

22. *Domene curt ipemis SHARP
コマルズハネカク シ

1 ex. 石., vil 31.1971; 5 exs. 測. , viii 7,
ix 8, x 3.1971; 1 ex. 室., viii.18.1971.

23. *Do,none crassicorms (SHARP)



オオマルズハネカク シ

1 ex. 測., viii 7.1971.
24. *0chthephilum japonlcum (SHARP)

ヤマト ナガェ ハネカク シ

4 exs.  石., ix 8.1971.
25.  Nttdobius aPiciPe'mnis SHARP

ツマキッヤナガハネカクシ
1 ex. 香., ix 23. l971.

26. *Megalinus Pauper (SHARP)
ウスイロホソナガハネカクシ

l ex.  石., vil 31. l971.
27. 0thie11us ruf iPe'mis (SHARP)

アカバホソハネカクシ
2 exs. 室., vii i 4 ・20.1971.

28.  Phi1o,lthus (Phi1onthus) cyallipennts FAB.
ルリコガシラハネカクシ

1 ex. 測., x 3.1971; 2 exs. .1 . , viii 7 ・

18. 1971.
29.  Phi1onthus (Phi1olithus) jape'ficus SHARP

クロコガシラハネカク シ

1 ex.  舟., vi.1. l968.
30.  Phi1onthus (Bismus) rutiliυentris SHARP

ムネスジコガシラハネカク シ

1 ex.  石., vi i i3.1969.
31. * fl i lo thl‘s ( ism' gs)  gastrah's  SHAR

2 ex s. 石., vi 7.1968, ix 8.1971.
32.  Phtto,tthus (Rabigus) brunnicollis HOcHH.

ホソチャバネコガシラハネカクシ
2 exs.  室., v面. 7, ix 6. 1971.

33. *Cafius (Caf ius) mtdus (SHARP)
3 exs. 舟., vi.1.1968.

34. *Hesperus ti re SHARP
ツマグロアカ , ハネカクシ

5 exs. 測., ix 8, x 3. 1971.
35. *Hleterothops cog'tatus SHARP

チビツヤムネハネカクシ

2 ex.  石.,vi i i3.1969, vi l 31.1971 ; l ex.
香., ix 29.1971.

36. *Quedius (Microsaurus) simulansSHARP
1 ex. 測., viii 7.1971.

37. *Quedius (Microsaurus) adastus SHARP
チャイ ロツヤムネハネカク シ

昆虫の器具は「志資昆虫」へ
r1 本ではじめてできた有頭.El虫針! !

1 , 2 , 3 , 4 , 5 号 (各号100本 160円)
なお, 無頭針00号もできました。その他, 採集
標本整理用各種器具も取精えてあります。
〒 150 東京都渋谷区渋谷1 丁日7 - 6
電 話 03) 409 - 6401 (ムシは一ばん)
振 替 東京 21129
志賀昆虫普及社
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ドイツ型標本箱 木製大 ￥ 4,500, 桐合板
製インロー型標本箱中￥l,400, 送料一箱につきj
都内及び第一地帶:3簡以下￥750,4 個以上￥650
(以下同標 ), 第 2 地帝 ￥850, ￥ 650, 第 3 地帯

￥ 950, ￥750. 其他, 各種器具, 針などを製作販
売してます。 カタログを御請求下さい。 i

タ ツ   ミ  製作所
〒 113 東京都文京区湯島 2-21-25
電話 (03) 811 -4547
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